
臺中栄民総病院 転倒・転落防止のしおり 
転倒・転落防止の共同対策 転倒を起こしやすい状況 強化すべき対策 

1.医療ベッドのキャスターを固定し、ベッドは常に最

低高度に保ちましょう。 

2.ナースコールには延長コードを提供しております、

患者さんが押せる範囲に置きましょう。 

3.よく使うものは、患者さんの見えやすいところや、

手の届きやすいところに置きましょう。 

4.患者さんが独自でベッド端に座ることは避けましょ

う。座るときは肘掛けと背もたれのある椅子に座らせましょう。 

5.入浴時は介護用シャワーチェアを使用しましょう。 

6.服の脱ぎ着は座ってしましょう。片足立ちは避けましょう。 

7.床が濡れて滑りやすい場合は、ナースステーションにお知らせください。 

8.ベッドから起き上がる時は、適切なサイズの滑りにくい靴を履きましょう。 

9.患者着ズボンの裾は、体にあった長さにし、足首を超えないようにしましょ

う 

10.手術や化学療法、検査などの後に、力が入らなかったり、めまい・ふらつ

きがある場合は、自力でベッドから降りたり独自でトイレに行くことは避

けましょう。 

※血液凝固障害に関連する疾患や抗凝固薬の内服はありますか？ 

  □はい  □いいえ 

『はい』の場合、転倒による出血は重傷に至る傾向がありますので、転倒防止

を強化する必要があります。 

2.せん妄 

   
            □ 

1. 看護師さんの助けを呼ぶ場合は、ナースコールをご利用くだ

さい。患者さんから離れないでください。 

2. 介助者はなるべく 24時間患者さんのそばにいてください。

離れる場合は看護師さんに患者さん

の安定をお知らせください。 

3. 安全の考慮で、せん妄が激しい場

合、了承後患者さんへの必要な行動

制限（身体拘束）を行うこともあり

ます。 

患者さんがベッドで横になる時、サイ

ドレール（ベッド柵）を撥ね上げて固定しましょう。 

3.日常生活に支障をきた

す視 

 

 
 

           □ 

1.適切なメガネを必要時にかけ、メ

ガネは患者さんの手の届くところに

置いておきましょう。 

2.病棟の通路は明るくしておきまし

ょう。 

3.通路やベッドの横に物を置かない

で下さい 

4.テーブルや椅子はちゃんと固定しましょう。 

5.患者さんが自力でベッドから降りることを控えましょう。看

護師さんの助けが必要な場合は、ナースコールを利用しましょ

う。 

6.介助者は、患者さんの呼びに応じられるため、休憩時はなる

べくベッドの横で寝ましょう。 

7.患者さんがベッドで横になる時、サイドレール（ベッド柵）

を撥ね上げて固定しましょう。 

転倒を起こしやすい状況 強化すべき対策 

1.転倒のため医療機関を受

診した患者、または今回の

入院中に転倒した患者

□ 

1.転倒の原因を把握し、患者の状態に応じた防

護対策を立てる必要があります。 

 

 
                               ナースコール 

4.トイレが近い場合 

(頻尿や下痢など)

 □ 

1.適切な排泄介助の方法（尿器、便器、

ポータブルトイレの利用など）を選びま

しょう。 

2.体力がない時は、トイレへ行く場合は

介助者に付き添ってもらうか、ナースコ

ールを利用して看護師さんに手伝っても

らうようにしましょう。 

3.夕食後の水分摂取は控えましょう。 

4.寝る前にトイレへ行きましょう。 
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転倒を起こしやすい 

状況 

強化すべき対策 転倒を起こしやすい

状況 

強化すべき対策 

 
5.移動や行動に

介助が必要な場

合 

 

   

       □ 

1. 介助者はなるべく 24時間患者さんのそばに

いてください。離れる場合は看護師さんに患

者さんの安定をお知らせください。 

2.リハビリによる患者さんの筋力や動きの回復

を促しましょう。 

3.介助者は、患者さんを移動するときの介助に

手練れましょう（例：ベッドから車椅子へ移

る時の介助）、必要の場合には看護師さんの

手伝いも求めましょう。 

4.歩行時は、必要な歩行補助器具（杖、歩行

器、車いすなど）を使用する。 

5.姿勢を変える時は、手すりやベッドレールを

利用して体を支えましょう。 

6.ベッドから起き上がる時は、サイズの合った

滑りにくい靴を履きましょう。 

7.患者さんが自力でベッドから降りることは避

けましょう。看護師さんの助けが必要な場合

は、ナースコールを利用しましょう。 

8.患者さんがベッドで横になる時、サイドレー

ル（ベッド柵）を撥ね上げて固定しましょ

う。 

9.介助者は、患者さん

の呼びに応じられる

ため、休憩時はなる

べくベッドの横で寝

ましょう。 

10.適切な排泄介助の

方法（尿器、便器、ポ

ータブルトイレの利用

など）を選びましょ

う。 

11.夕食後の水分摂取は控えましょう。 

12.寝る前にトイレへ行きましょう。 

 
6. めまい・ふらつき 

 

□ 

1.状況によってベッドで安静し、ベッドから降りるのは控えましょう。 

2.患者さんがベッドで横になる時、サイドレール（ベッド柵）を撥ね上げて

固定しましょう。 

3.患者さんが自力でベッドから降りることは控えましょう。看護師さんの助

けが必要な場合は、ナースコールを利用しましょう。 

4.ベッドから降りるときや姿勢を変える時は、ゆっくりと段階的にしましょ

う。臥位状態から起き上がる時は、まず 1～3 分ぐらいベッド端に座って、立

ち上がった後も 1～3分ぐらい維持してから行動しましょう。ふらつきが起こ

った場合、動きは控えめにしましょう。 

5.歩行中にめまいやふらつきが起こったら、壁に添いてゆっくり座り下り、

助けを求めましょう。 

6.適切な排泄介助の方法（尿器、便器、ポータブルトイレの利用など）を選

びましょう。 

7.夕食後の水分摂取は控えましょう。 

8.就寝前にトイレへ行きましょう 

9.介助者はなるべく 24 時間患者さんのそばにいてください。離れる場合は看

護師さんに患者さんの安定をお知らせください。 

10.介助者は、患者さんの呼びに応じられるため、休憩時はなるべくベッドの

横で寝ましょう。 

7.転倒しやすい薬剤を使用の場合 

【当院で『跌』と記す薬剤：鎮静剤、睡眠

導入薬、麻薬性鎮痛剤、麻薬性鎮痛薬（オ

ピオイド）、抗精神病薬、抗うつ剤など

です。】 

 
□ 

1.服用後の体調に注意しましょう。なるべくベッドで安静

し、ベッドから降りる際は常に安全に注意してくださ

い。 

2.体力がない時は、トイレへ行く場合は介護者に付き添っ

てもらうか、ナースコールを利用して看護師さんに介助

してもらうようにしましょう。 

3.寝る前にトイレに行きましょう 

4.夕食後の水分摂取を控えましょう。 

5.適切な排泄介助の方法（尿器、便

器、ポータブルトイレの利用など）

を選びましょう。 

6.介助者は、患者さんの呼びに応じら

れるため、休憩時はなるべくベッド

の横で寝ましょう。 

＊転倒・転落のリスクあり: □はい(ひとつでも転倒を起こしやすい状況があればリスクありとし、状況

が多いほど転倒のリスクが高まります) 

＊当院での患者用リストバンドに転倒防止アイコン     をつけます；ベッドサイドには『預防跌倒』（転

倒を予防しましょうという意味）と記す掲示板をおきます 

説明担当スタッフ：                   
 

ご家族・患者様の署名：                 
 

日付：     年      月       日 



 

【はい/いいえ問題】：  

理解を確認するためのテストです。 

 

1. 医療ベッドのキャスターが適切に固定され、常にベッドの高さを最低にして転倒を予防します。  

○はい ○いいえ ○わからない 

 

2. 患者さんに自力でベッドから降りないように指導し、看護師さんの助けが必要なときは、ナースコールを利用します。  

○はい ○いいえ ○わからない 

 

3. 歩行中にめまいやふらつきを感じた場合でも歩き続けることができ、臥位状態から立ち上がるときはゆっくりとする段階的な動作は不要で

す。 

○はい ○いいえ ○わからない 

 

4. 就寝前にトイレに行き、夜間のトイレの回数を減らします。  

○はい ○いいえ ○わからない 

 

5. 体力が十分でないと感じた場合、病床からトイレに行くときは介助者に付き添ってもらうか、またはナースコールで看護師さんに手伝っても

らう。  

○はい ○いいえ ○わからない 

 


